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(57)【要約】
　本発明は、放送信号を受信して提供する受信機によっ
て行われる個人化広告の提供方法であって、（ａ）前記
個人化広告のうち少なくとも一部を前記受信機によって
無遅延で提供することができるように予め用意するステ
ップと、（ｂ）同期化信号を受信するステップと、（ｃ
）前記同期化信号を基に前記個人化広告を提供するステ
ップと、を有する受信機による個人化広告の提供方法に
関するものである。本発明によれば、放送信号を受信し
て提供する受信機によって、同期化信号を基に個人化広
告を無遅延で提供することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送信号を受信し提供する受信機によって行われる個人化広告の提供方法であって、
　（ａ）前記個人化広告のうち少なくとも一部を前記受信機によって無遅延で提供するこ
とができるように予め用意するステップと、
　（ｂ）同期化信号を受信するステップと、
　（ｃ）前記同期化信号を基に前記個人化広告を提供するステップと、
　を有する受信機による個人化広告の提供方法。
【請求項２】
　前記ステップ（ａ）は、前記受信機の識別情報、前記受信機の使用者の識別情報、前記
受信機の位置情報および現在の時間情報のうち少なくとも一つを基に、予め所定の個人化
広告提供装置から前記個人化広告を受信し保存するステップを有する、請求項１に記載の
受信機による個人化広告の提供方法。
【請求項３】
　前記ステップ（ａ）は、前記個人化広告のうち少なくとも一部を信号処理して前記受信
機のメモリー領域内に予めローディングするステップを有する、請求項１に記載の受信機
による個人化広告の提供方法。
【請求項４】
　前記放送信号は、放送プログラムおよび一つ以上の広告を有し、
　前記同期化信号は、前記一つ以上の広告を提供する時間帯域のうち少なくとも一部に該
当する時間帯域を識別するための信号である、請求項１に記載の受信機による個人化広告
の提供方法。
【請求項５】
　前記同期化信号は、前記放送信号を伝送する主体および前記放送プログラムを提供する
主体のうち少なくとも一つによって生成される、請求項４に記載の受信機による個人化広
告の提供方法。
【請求項６】
　前記ステップ（ｂ）は、前記放送信号に含まれた前記同期化信号を受信するステップを
有する、請求項１に記載の受信機による個人化広告の提供方法。
【請求項７】
　前記ステップ（ｂ）は、前記放送信号が伝送される放送ネットワークとは別の通信ネッ
トワークを通じて前記同期化信号を受信するステップを有する、請求項１に記載の受信機
による個人化広告の提供方法。
【請求項８】
　前記同期化信号は、前記放送信号に挿入されて１回以上前記受信機に伝送される、請求
項１に記載の受信機による個人化広告の提供方法。
【請求項９】
　前記同期化信号は、前記個人化広告を提供することができる時間帯域の開始時間および
持続時間を含む、請求項１に記載の受信機による個人化広告の提供方法
【請求項１０】
　前記ステップ（ｃ）は、
　前記同期化信号から前記開始時間および前記持続時間を抽出するステップと、
　前記開始時間に前記個人化広告を提供するステップと、
　前記持続時間が経過した後、前記個人化広告の提供を止め、前記放送信号を提供するス
テップと、
　を含む、請求項９に記載の受信機による個人化広告の提供方法。
【請求項１１】
　前記ステップ（ｃ）は、前記持続時間が経過する前に、前記放送信号のうち少なくとも
一部を前記受信機によって無遅延で提供することができるよう、信号処理して予め用意す
るステップをさらに有する、請求項１０に記載の受信機による個人化広告の提供方法。
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【請求項１２】
　前記同期化信号は、前記個人化広告を提供することができる時間帯域の開始時間を表す
第１の同期化信号、および前記個人化広告を提供することができる時間帯域の終了時間を
表す第２の同期化信号を含む、請求項１に記載の受信機による個人化広告の提供方法。
【請求項１３】
　前記ステップ（ｃ）は、
　前記第１の同期化信号から前記開始時間を抽出するステップと、
　前記開始時間に前記個人化広告を提供するステップと、
　前記第２の同期化信号から前記終了時間を抽出するステップと、
　前記終了時間に前記個人化広告の提供を止め、前記放送信号を提供するステップと、
　を有する、請求項１２に記載の受信機による個人化広告の提供方法。
【請求項１４】
　前記ステップ（ｃ）は、前記終了時間前に、前記放送信号のうち少なくとも一部を前記
受信機によって無遅延で提供することができるよう、信号処理して予め用意するステップ
をさらに有する、請求項１３に記載の受信機による個人化広告の提供方法。
【請求項１５】
　（ｄ）前記個人化広告を提供した後、内訳情報を保存するステップと、
　（ｅ）前記内訳情報を予め指定された装置で伝送するステップと、
　をさらに有する、請求項１に記載の受信機による個人化広告の提供方法。
【請求項１６】
　前記個人化広告はデータアプリケーションを有し、
　前記ステップ（ａ）は、前記データアプリケーションをバックグラウンド状態で実行す
るステップを有し、
　前記ステップ（ｃ）は、
　前記データアプリケーションをフォアグラウンド状態に切り替えて実行するステップと
、
　前記データアプリケーションの実行を終了し、前記データアプリケーションをバックグ
ラウンド状態に切り替えるか、前記データアプリケーションを消滅させるステップと、
　を有する、請求項１に記載の受信機による個人化広告の提供方法。
【請求項１７】
　前記放送信号はデジタル放送信号である、請求項１に記載の受信機による個人化広告の
提供方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は受信機による個人化広告の提供方法に関するものであり、具体的には、放送信
号を受信して提供する受信機において、同期化信号を基に個人化広告を無遅延で提供する
ことができる受信機による個人化広告の提供方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　技術の発展と視聴者の需要変化に伴い、放送環境が変化しつつある。従来のアナログ放
送からデジタル放送に転換されつつある。
【０００３】
　以下の本願明細書においての「デジタル放送」は、デジタル地上波放送だけでなく、デ
ジタルケーブル放送とデジタル衛星放送、そして超高速通信ネットワークを用いた所謂Ｉ
Ｐ－ＴＶサービス、地上波および衛星ＤＭＢサービス、通信網を通じて提供されるＶＯＤ
サービスなどを指す。
【０００４】
　また、「放送信号」は、デジタル放送、または既存のアナログ放送で使われる信号を指
す。放送信号は、一般的に放送プログラムと共に一つ以上の広告を含むよう構成されてい
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る。
【０００５】
　従来のアナログ放送、またはデジタル放送において、放送プログラムと共に一つ以上の
広告が放送ネットワーク、または通信ネットワークを通じて受信機に伝送され、受信機は
放送プログラムおよび一つ以上の広告を信号処理して時間順に視聴者に提供する。
【０００６】
　例えば、地上波デジタル放送の場合、地上波デジタル放送事業者は放送プログラムおよ
び一つ以上の広告を含む放送信号を、放送ネットワークを通じて受信機に伝送する。
【０００７】
　受信機は放送信号を受信して信号処理し、視聴者に提供する。
【０００８】
　特に地上波デジタル放送の場合、受信機は単純に放送信号を受信および信号処理して提
供するだけであり、個人化された広告は提供することができない。
【０００９】
　地上波デジタル放送において個人化された広告を提供するためには、地上波デジタル放
送事業者が放送信号に各個人に適した多数の広告を含めて受信機に伝送しなければならな
い。しかし、放送信号を伝送するために使われる帯域幅には限界があり、放送信号に各個
人に適した多数の広告を含めて伝送するのは実質的に不可能である。
【００１０】
　その他のデジタル放送においても、放送信号を伝送するために使われる帯域幅には限界
があり、各個人に適した多数の広告を含めて伝送するのは実質的に不可能である。
【００１１】
　一方、特に放送プログラムを提供する主体と、放送信号を受信機に伝送する主体とが区
分されている場合、例えば、ケーブル放送、デジタルケーブル放送やＩＰ－ＴＶサービス
などの場合、地域毎に区分された広告を提供することができる。
【００１２】
　例えば、放送プログラムを供給する主体（以下、「プログラム供給者」とも呼ぶ）およ
び放送プログラムを放送信号で伝送する主体（以下、ネットワーク事業者とも呼ぶ）は、
各々広告時間を区分して各自の広告を受信機に提供することができる。プログラム供給者
は、５０分は放送プログラムを提供し、残り１０分は広告を提供することができる。この
場合、プログラム供給者は自身に割り当てられた１０分の広告時間のうち、８分は自身が
直接指定してネットワーク事業者に提供し、残り２分はネットワーク事業者に割り当てる
。ネットワーク事業者は、プログラム供給者が提供する放送プログラム、プログラム供給
者に提供した広告、そして自身に割り当てられた２分の広告時間に対する広告を含む放送
信号を受信機に提供する。
　特にケーブル放送やデジタルケーブル放送の場合、ネットワーク事業者は各地域毎に存
在する。地域毎に存在するネットワーク事業者は自身に割り当てられた２分の広告時間に
広告を提供する。このようなネットワーク事業者が提供する広告は、特に当該地域内の業
者に関する広告、すなわち、ローカル広告を含むことが多い。
【００１３】
　しかし、このようなローカル広告もまた、各受信機に特化された広告を提供することは
実質的に不可能である。上述したように放送信号を伝送するために使われる帯域幅に限界
があるが故に、各個人に適した多数の広告を含めて伝送することは実質的に不可能である
。
【００１４】
　また、ローカル広告を提供するため、プログラム提供者が伝送する信号に応じてネット
ワーク事業者は自身のローカル広告を提供する。しかし、プログラム提供者が伝送する信
号は、例えば、キュートーン（ｃｕｅ　ｔｏｎｅ）の形で提供されるため、正確な同期化
は難しいという短所がある。
【００１５】
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　これらの短所を改善するための先行技術として、例えば、株式会社ＡＬＴＩＣＡＳＴに
よって出願され、２００９年２月１２日に公開された「個人化された広告の提供方法」と
いう名称の技術（特許文献１）がある。この技術は、複数の広告およびこれら各々にマッ
チングされた広告制御データを保存する広告システムを開示している。前記広告システム
は複数の広告およびこれら各々にマッチングされた広告制御データを使用者受信機に伝送
し、使用者受信機は使用者変数と各広告制御データを比較して個人化された広告を提供す
る。
【００１６】
　しかし、この技術は、放送信号とは別途に複数の広告および広告制御データを提供する
構成を開示しているが、上述のように受信機側に複数の広告および広告制御データを伝送
するため、受信機は受信機に適した広告でない広告までもを全て受信しなければならない
短所がある。
【００１７】
　また、株式会社ＫＴによって出願され、２０１０年６月２４日に公開された「地域ター
ゲッティング広告の提供方法およびシステム」という名称の技術（特許文献２）は、地域
ターゲッティング広告を提供する方法を開示している。
【００１８】
　この技術は、広告に広告属性コードを地域に基づいて設定し、セットトップボックスは
各々地域コードに適した広告をダウンロードして提供する構成を開示している。しかし、
この場合も、各セットトップボックスが放送プログラムと共に各々地域コードに適した広
告をダウンロードして提供するため、ネットワークにかなりの負荷が発生し、無遅延で広
告を提供することは難しいという短所が存在する。また、地域コードを比較するために、
セットトップボックス管理サーバなどの追加的な構成を要するという短所も存在する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１９】
【特許文献１】韓国特開１０－２００９－００１５８３６号公報
【特許文献２】韓国特開１０－２０１０－００６９３７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　本発明の目的は、放送信号を受信して提供する受信機において、同期化信号を基に個人
化広告を無遅延で提供することができる受信機による個人化広告の提供方法を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　前記技術的課題を達成するために、本発明は、放送信号を受信して提供する受信機によ
って行われる個人化広告の提供方法において、（ａ）前記個人化広告のうち少なくとも一
部を前記受信機によって無遅延で提供することができるように予め用意するステップと、
（ｂ）同期化信号を受信するステップと、（ｃ）前記同期化信号を基に前記個人化広告を
提供するステップと、を含む受信機による個人化広告の提供方法を提供する。
【００２２】
　本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記ステップ（ａ）は、前
記受信機の識別情報、前記受信機の使用者の識別情報、前記受信機の位置情報および現在
時間情報のうち少なくとも一つを基に、予め所定の個人化広告提供装置から前記個人化広
告を受信して保存するステップを有する。
【００２３】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記ステップ（ａ）
は、前記個人化広告のうち少なくとも一部を信号処理し、前記受信機のメモリー領域内に
予めローディングするステップを有する。
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【００２４】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記放送信号は、放
送プログラムおよび一つ以上の広告を有し、前記同期化信号は、前記一つ以上の広告を提
供する時間帯域のうち少なくとも一部に該当する時間帯域を識別するための信号である。
【００２５】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記同期化信号は、
前記放送信号を伝送する主体および前記放送プログラムを提供する主体のうち少なくとも
一つによって生成される。
【００２６】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記ステップ（ｂ）
は、前記放送信号に含まれた前記同期化信号を受信するステップを有する。
【００２７】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記ステップ（ｂ）
は、前記放送信号が伝送される放送ネットワークとは別の通信ネットワークを通じて前記
同期化信号を受信するステップを有する。
【００２８】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記同期化信号は前
記放送信号に挿入され、１回以上前記受信機に伝送される。
【００２９】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記同期化信号は、
前記個人化広告を提供することができる時間帯域の開始時間および持続時間を含む。
【００３０】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記ステップ（ｃ）
は、前記同期化信号から前記開始時間および前記持続時間を抽出するステップと、前記開
始時間に前記個人化広告を提供するステップと、前記持続時間が経過した後、前記個人化
広告を提供するのを止め、前記放送信号を提供するステップを有する。
【００３１】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記ステップ（ｃ）
は、前記持続時間が経過する前に、前記放送信号のうち少なくとも一部を前記受信機によ
って無遅延で提供することができるよう、信号処理して予め用意するステップをさらに有
する。
【００３２】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記同期化信号は、
前記個人化広告を提供することができる時間帯域の開始時間を表す第１の同期化信号、お
よび前記個人化広告を提供することができる時間帯域の終了時間を表す第２の同期化信号
を有する。
【００３３】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記ステップ（ｃ）
は、前記第１の同期化信号から前記開始時間を抽出するステップと、前記開始時間に前記
個人化広告を提供するステップと、前記第２の同期化信号から前記終了時間を抽出するス
テップと、前記終了時間に前記個人化広告を提供するのを止め、前記放送信号を提供する
ステップと、を有することができる。
【００３４】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記ステップ（ｃ）
は、前記終了時間前に、前記放送信号のうち少なくとも一部を前記受信機によって無遅延
で提供することができるよう、信号処理して予め用意するステップをさらに有する。
【００３５】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、（ｄ）前記個人化広
告を提供した後、内訳情報を保存するステップと、（ｅ）前記内訳情報を予め指定された
装置で伝送するステップと、をさらに有する。
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【００３６】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記個人化広告はデ
ータアプリケーションを有し、前記ステップ（ａ）は、前記データアプリケーションをバ
ックグラウンド状態で実行するステップを有し、前記ステップ（ｃ）は、前記データアプ
リケーションをフォアグラウンド状態に切り替えて実行するステップと、前記データアプ
リケーションの実行を終了し、前記データアプリケーションをバックグラウンド状態に切
り替えるか、前記データアプリケーションを消滅（ｋｉｌｌ）させるステップと、を有す
る。
【００３７】
　また、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、前記放送信号はデジ
タル放送信号である。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明によれば、放送信号を受信し提供する受信機によって、同期化信号を基に、個人
化広告を無遅延で提供することができる。
【００３９】
　特に、放送信号を伝送する主体、或いは放送プログラムを提供する主体は、同期化信号
だけを受信機に提供するため、個人化広告のために使用されるネットワーク負荷を最小限
にすることができる。
【００４０】
　また、受信機は、個人化された広告を予め用意した後、同期化信号を基に提供すること
ができるため、無遅延で個人化広告を視聴者に提供することができる。すなわち、同期化
信号を基に、受信機は正確に個人化広告を行う時間帯域を抽出して個人化広告を提供する
ことができる。
【００４１】
　また、データアプリケーションを提供する場合、受信機はデータアプリケーションを予
めバックグラウンド状態で実行した後、同期化信号に応じてデータアプリケーションをフ
ォアグラウンド状態に切り替えて実行することができるため、データアプリケーションの
実行に伴う遅延時間を最小限にすることもできる。
【００４２】
　また、放送信号を伝送する主体、および放送プログラムを提供する主体各々から、同期
化信号を提供することができるため、放送信号を伝送する主体および放送プログラムを提
供する主体各々から、各自に割り当てられた広告時間内に個人化広告を視聴者に提供する
ことができる。また、放送信号を伝送する主体および放送プログラムを提供する主体各々
から、当該個人化広告を提供することに伴う収益を創出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法が実行されるシステム環境を示
す図面である。
【図２】本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法の例示的なフローチャートであ
る。
【図３】本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、ステップＳ１００の
例示的なフローチャートである。
【図４】本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、ステップＳ２００の
例示的なフローチャートである。
【図５】本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、ステップＳ３００の
例示的なフローチャートである。
【図６】本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、ステップＳ３００の
他の例示的なフローチャートである。
【図７】本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、データアプリケーシ
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ョンを提供する方法の例示的なフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００４４】
　以下、本発明の受信機による個人化広告の提供方法の実施例を添付した図面を参照し、
より具体的に説明する。
【００４５】
　図１は、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法が実行されるシステム環境を
示す図面である。
【００４６】
　図１を参照すると、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法が実行されるシス
テム環境は、受信機１００、プログラム供給者サーバ２００、ネットワーク事業者サーバ
３００、および個人化広告提供装置４００を含んでいる。
【００４７】
　受信機１００は、放送信号を受信し信号処理して提供する。放送信号は放送プログラム
および一つ以上の広告を含む。一方、受信機１００は、個人化広告提供装置４００から個
人化広告を受信し保存した後、同期化信号に応じて個人化広告を提供することもできる。
受信機１００には、例えば、セットトップボックス形態や、ディスプレー装置と一体化し
た形態がある。
【００４８】
　プログラム供給者サーバ２００は、ネットワーク事業者サーバ３００に放送プログラム
を提供する。ネットワーク事業者サーバ３００は、放送信号を受信機１００に伝送する。
プログラム供給者サーバ２００およびネットワーク事業者サーバ３００のうち少なくとも
一つは放送信号に一つ以上の広告を挿入することができる。また、プログラム供給者サー
バ２００およびネットワーク事業者サーバ３００のうち少なくとも一つは各々同期化信号
を生成することもできる。プログラム供給者サーバ２００およびネットワーク事業者サー
バ３００は各々別の主体によって運営されたり、或いは同じ主体によって運営されたりす
る。
【００４９】
　個人化広告提供装置４００は多数の個人化広告を保存する。個人化広告提供装置４００
は、受信機１００の要請によって受信機に適した個人化広告を受信機１００に伝送するこ
とができる。
【００５０】
　個人化広告提供装置４００は、例えば、プログラム供給者サーバ２００およびネットワ
ーク事業者サーバ３００のうち少なくとも一つを運営する主体によって運用されるが、望
ましくは別の主体によって運営されることが望ましい。
【００５１】
　以下、図１のシステム環境を参照し、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法
をより詳しく説明する。
【００５２】
　図２は、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法の例示的なフローチャートで
ある。
【００５３】
　先ず、受信機１００は、個人化広告のうち少なくとも一部を受信機１００で無遅延で提
供することができるように予め用意する（Ｓ１００）。
【００５４】
　ステップＳ１００について、図３を参照し詳しく説明する。
【００５５】
　図３は、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、ステップＳ１００
の例示的なフローチャートを示す図面である。
【００５６】
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　図３を参照すると、例えば、受信機１００は、受信機１００の識別情報、受信機１００
の使用者の識別情報、受信機１００の位置情報、および現在時間情報のうち少なくとも一
つを基に、個人化広告提供装置４００から個人化広告を予め受信し保存する（Ｓ１１０）
。
【００５７】
　従来では、放送プログラムと連動して個人化広告を受信したり、または放送プログラム
に連動される多数の広告を受信したりしていたため、放送ネットワークに過負荷が発生し
ていたが、本発明によれば、ステップＳ１１０を通じて予め個人化広告を受信することが
できる。また、ステップＳ１１０を通じて個人化広告が予め受信機１００内に保存される
ため、必要に応じて遅延時間を最小限にしながら個人化広告が提供される。
【００５８】
　一方、遅延時間をより短縮するため、個人化広告のうち少なくとも一部を信号処理し、
受信機１００のメモリー領域内に予めローディングすることができる（Ｓ１３０）。
【００５９】
　すなわち、ステップＳ１１０を通じて受信した個人化広告をハードディスクのようにデ
ータ伝送速度が遅い保存装置に保存するのではなく、より伝送速度の高いメモリー領域内
に保存することができる。また、例えば、個人化広告がＭＰＥＧなどの規格によるデータ
である場合、予め信号処理を行った後、メモリー領域内にローディングすることができる
。ステップＳ１３０を通じて、個人化広告を提供するのに所要する時間をより短縮するこ
とができる。
【００６０】
　また図２を参照すると、次に、受信機１００は同期化信号を受信する（Ｓ２００）。
【００６１】
　上述した通り、放送信号は放送プログラムおよび一つ以上の広告を含む。本発明におい
て、同期化信号は、放送信号に含まれる一つ以上の広告を提供する時間帯域のうち少なく
とも一部に該当する時間帯域を識別するための信号を指している。本願発明によれば、同
期化信号を基に正確に個人化広告を提供することができる時間帯域を抽出することができ
る。
【００６２】
　同期化信号は、放送信号を伝送する主体および放送プログラムを提供する主体のうち少
なくとも一つによって生成される。
【００６３】
　例えば、放送信号を伝送する主体は、その主体に割り当てられた広告時間のうち少なく
とも一部を本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法を用いて、個人化広告を提供
するために割り当てることができる。
【００６４】
　また、放送プログラムを提供する主体もまた、その主体に割り当てられた広告時間のう
ち少なくとも一部を本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法を用いて、個人化広
告を提供するために割り当てることができる。
【００６５】
　従って、放送信号を伝送する主体および放送プログラムを提供する主体のうち少なくと
も一つは、同期化信号を生成することができる。
【００６６】
　一方、放送信号は、上述した通り、デジタル放送、または、既存のアナログ放送で使わ
れる信号である。
【００６７】
　既存のアナログ放送に本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法を適用する場合
、同期化信号は、例えば、キュートーン（cue tone）、または字幕データ、音声多重放送
データの形態で受信機１００に伝送される。
【００６８】
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　この場合、受信機１００は、キュートーン、字幕データ、或いは音声多重放送データを
受信しながら、放送網を通じて同期化信号が伝送されるかどうかを確認する。
【００６９】
　一方、デジタル放送に本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法を適用する場合
、同期化信号はパケット形態で伝送される。受信機１００は、前記パケットを信号処理し
て同期化信号を受信する。一方、デジタル放送においても同期化信号は、キュートーン、
字幕データ、または音声多重放送データ形態を取り得る。この場合、受信機１００は放送
信号を信号処理した後、前記キュートーン、字幕データ、または音声多重放送データが存
在する場合、これを同期化信号として認識する。
【００７０】
　ステップＳ２００について、図４を参照し詳しく説明する。
【００７１】
　図４は、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、ステップＳ２００
の例示的なフローチャートを示す図面である。
【００７２】
　図４を参照すると、受信機１００は放送信号に含まれた同期化信号を受信する（Ｓ２１
０）。また、受信機１００は、放送信号が伝送される放送ネットワークとは別の通信ネッ
トワークを通じて同期化信号を受信することもできる（Ｓ２１０）。
【００７３】
　望ましくは、同期化信号は放送信号に含まれ、受信機１００側に伝送される。
【００７４】
　例えば、放送信号を伝送する主体および放送プログラムを提供する主体のうち少なくと
も一つによって生成された同期化信号は、放送信号に挿入されて受信機１００側に伝送さ
れる。
【００７５】
　従って、受信機１００は放送信号を受信し信号処理しながら同期化信号を検出するよう
に構成される。
【００７６】
　または、放送信号を伝送する主体および放送プログラムを提供する主体のうち少なくと
も一つによって生成された同期化信号は、放送信号が伝送される放送ネットワークとは別
の通信ネットワークを通じて受信機１００側に伝送されることもある。例えば、通信ネッ
トワークの遅延が小さい場合は、同期化信号は通信ネットワークを通じて伝送される。受
信機１００はプログラム供給者サーバ２００およびネットワーク事業者サーバ３００のう
ち少なくとも一つとの通信接続を通じて同期化信号を受信する。しかし、このような方法
は、特に受信機１００がプログラム供給者サーバ２００およびネットワーク事業者サーバ
３００のうち少なくとも一つとの通信接続を行う必要があるため、負荷が発生する短所が
ある。
【００７７】
　一方、同期化信号は放送信号に挿入されて１回以上、受信機１００に伝送される。１回
以上同期化信号を伝送することによって、受信エラーのため受信機１００が同期化信号を
受信できないような不具合を最小限にすることができる。
【００７８】
　また、通信ネットワークを通じて同期化信号が受信機１００に伝送される場合において
も、同様にプログラム供給者サーバ２００およびネットワーク事業者サーバ３００のうち
少なくとも一つは、１回以上同期化信号を受信機１００に伝送することができる。
【００７９】
　また図２を参照すると、次に受信機１００は、ステップＳ２００で受信した同期化信号
を基に個人化広告を提供する（Ｓ３００）。
【００８０】
　ステップＳ３００について、図５および図６を参照し、より詳しく説明する。
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【００８１】
　図５は、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、ステップＳ３００
の例示的なフローチャートを示す図面である。
【００８２】
　同期化信号は、個人化広告を提供することができる時間帯域の開始時間および持続時間
を有することができる。
【００８３】
　まず、受信機１００は、ステップＳ２００を通じて受信した同期化信号から、個人化広
告を提供することができる時間帯域の開始時間および持続時間を抽出する（Ｓ３１０）。
【００８４】
　次に、受信機１００は、ステップＳ３１０で抽出した開始時間に、ステップＳ１００で
予め用意した個人化広告を提供する（Ｓ３２０）。
【００８５】
　次に、持続時間が経過した後、ステップＳ３２０を通じた個人化広告の提供を止め、放
送信号を提供する（Ｓ３３０）。
【００８６】
　望ましくは、放送信号を提供するまでの遅延時間を最小限にするために、ステップＳ３
３０前に、すなわち、上述した持続時間が経過する前に、放送信号のうち少なくとも一部
を受信機１００で無遅延で提供することができるよう、信号処理して予め用意する（Ｓ３
４０）。
【００８７】
　図５を参照したステップＳ３００の実施例によれば、同期化信号を基に個人化広告の開
始時間および持続時間を抽出した後、個人化広告を提供することができる。
【００８８】
　受信機１００は、望ましくは上述した持続時間に適合するよう個人化広告を提供する。
【００８９】
　例えば、個人化広告が３０秒相当の６つの下位広告を含み、持続時間が２分の場合であ
れば、受信機１００は６つの下位広告のうち４つを選択して前記持続時間内に提供するこ
とができる。このような選択は、例えば、６つの下位広告の保存順序、受信順序および優
先順位に沿って行われる。
【００９０】
　また、受信機１００は、持続時間が経過する前に、放送信号のうち少なくとも一部を受
信機１００で無遅延で提供することができるよう、信号処理して予め用意することができ
る。例えば、放送信号を受信し信号処理して受信機１００のメモリー領域にローディング
した後、持続時間が経過すると、即時にメモリー領域から放送信号をローディングし再生
することができる。
【００９１】
　従って、個人化広告を放送信号で切り替えて提供する場合、遅延時間を最小限にするこ
とができる。
【００９２】
　図６は、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、ステップＳ３００
の他の例示的なフローチャートを示す図面である。
【００９３】
　図５を参照するステップＳ３００の実施例では、同期化信号は個人化広告を提供するこ
とができる時間帯域の開始時間および持続時間を有することができる。
【００９４】
　しかし、図６を参照するステップＳ３００の他の実施例では、同期化信号は、個人化広
告を提供することができる時間帯域の開始時間を表す第１の同期化信号、および個人化広
告を提供することができる時間帯域の終了時間を表す第２の同期化信号を含む。
【００９５】
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　第１の同期化信号は前記開始時間前に、第２の同期化信号は前記終了時間前に、各々受
信機１００に伝送される。
【００９６】
　まず、受信機１００は、第１の同期化信号から個人化広告を提供することができる時間
帯域の開始時間を抽出する（Ｓ３５０）。
【００９７】
　次に、受信機１００は、ステップＳ３５０で抽出した開始時間に、ステップＳ１００で
予め用意した個人化広告を提供する（Ｓ３６０）。
【００９８】
　次に、第２の同期化信号から個人化広告を提供することができる時間帯域の終了時間を
抽出する（Ｓ３７０）。ステップＳ３７０は、ステップＳ３６０の後に図示されているが
、ステップＳ３６０の前に行われても良い。
【００９９】
　次に、終了時間に個人化広告を提供するのを止め、放送信号を提供する（Ｓ３８０）。
【０１００】
　望ましくは、放送信号を提供するまでの遅延時間を最小限にするために、ステップＳ３
８０前に、すなわち、上述した終了時間前に、放送信号のうち少なくとも一部を受信機１
００で無遅延で提供することができるよう、信号処理して予め用意する（Ｓ３９０）。
【０１０１】
　図６を参照するステップＳ３００の他の実施例では、同期化信号が第１の同期化信号お
よび第２の同期化信号を含むことを除けば、図５を参照するステップＳ３００の実施例と
類似している。　
【０１０２】
　一方、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法は、個人化広告を提供した後、
広告費などの精算のために次のステップをさらに有することができる。
【０１０３】
　また、図２を参照すると、受信機１００はステップＳ３００を通じて個人化広告を提供
した後、内訳情報を保存する（Ｓ４００）。
【０１０４】
　すなわち、受信機１００で視聴者に提供された個人化広告について、例えば、個人化広
告の識別情報、個人化広告の提供時間などを内訳情報として記録する。また、内訳情報に
受信機１００の識別情報をさらに含むこともできる。
【０１０５】
　次に、受信機１００は、ステップＳ４００を通じて保存した内訳情報を、予め指定され
た装置に伝送する（Ｓ５００）。
【０１０６】
　例えば、受信機１００は、プログラム供給者サーバ２００、ネットワーク事業者サーバ
３００および個人化広告提供装置４００のうち少なくとも一つに、上述した内訳情報を伝
送することができる。
【０１０７】
　プログラム供給者サーバ２００を運営する主体、ネットワーク事業者サーバ３００を運
営する主体、および個人化広告提供装置４００を運営する主体は、上述した内訳情報を基
に広告主との予め指定された契約条件などによって、個人化広告に伴う広告費用を精算す
ることができる。
【０１０８】
　一方、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、個人化広告はデータ
アプリケーションを含むことがある。
【０１０９】
　すなわち、例えば、デジタル放送のデータアプリケーション規格に合ったデータアプリ
ケーションを個人化広告で提供することができる。
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【０１１０】
　図７は、本発明に係る受信機による個人化広告の提供方法において、データアプリケー
ションを提供する方法の例示的なフローチャートの示す図面である。
【０１１１】
　まず、受信機１００はデータアプリケーションをバックグラウンド状態で実行する（Ｓ
１００′）。
【０１１２】
　データアプリケーションは、例えば、放送信号にカルーセル形態で含まれて受信機１０
０側に伝送、或いは、通信ネットワークを通じて受信機１００側に伝送される。
【０１１３】
　次に、同期化信号を受信する（Ｓ２００′）。
【０１１４】
　次に、ステップＳ２００′で受信した同期化信号を基にデータアプリケーションをフォ
アグラウンド状態に切り替えて実行する（Ｓ３００′）。
【０１１５】
　次に、使用者の要請、またはデータアプリケーションの提供時間の終了などによって、
受信機１００はデータアプリケーションの実行を終了し、データアプリケーションをバッ
クグラウンド状態に切り替えるか、消滅（kill）させる（Ｓ３００″）。例えば、データ
アプリケーションを再実行する必要がある場合は、データアプリケーションをバックグラ
ウンド状態に切り替え、再実行する必要がない場合は、消滅させる。
【０１１６】
　ステップＳ１００′、Ｓ２００′、Ｓ３００′、Ｓ３００″については、個人化広告が
データアプリケーションを有することを除けば、図２を参照にする本発明に係る受信機に
よる個人化広告の提供方法を参照することができるため、詳細な説明は省略する。
【０１１７】
　以上、本発明の構成を具体的に説明したが、これは単に本発明を例示的に説明したこと
に過ぎず、本発明が属する技術分野において通常の知識を持つ者なら、本発明の本質的な
特性を逸脱しない範囲で種々変更可能である。
【０１１８】
　従って、本願明細書に開示されている実施例は、本発明を限定するためのものでなく説
明するためのものであって、これら実施例によって本発明の思想と範囲が限定されるべき
ではない。本発明の範囲は以下の請求範囲によって解釈されるべきであり、それと同等な
範囲内にある全ての技術は、本発明の権利範囲に含まれると解釈されるべきである。
【産業上の利用可能性】
【０１１９】
　以上説明した通り、本発明によれば、放送信号を受信し提供する受信機によって、同期
化信号を基に、個人化広告を無遅延で提供することができる。
【０１２０】
　特に、放送信号を伝送する主体、または放送プログラムを提供する主体は、同期化信号
だけを受信機に提供するため、個人化広告のために使われるネットワーク負荷を最小限に
することができる。
【０１２１】
　また、受信機は、個人化された広告を予め用意した後、同期化信号を基に提供すること
ができるため、無遅延で個人化広告を視聴者に提供することができる。すなわち、同期化
信号を基に、受信機は正確に個人化広告を行う時間帯域を抽出して、個人化広告を提供す
ることができる。
【０１２２】
　また、データアプリケーションを提供する場合、受信機はデータアプリケーションを予
めバックグラウンド状態で実行した後、同期化信号に応じてデータアプリケーションをフ
ォアグラウンド状態に切り替えて実行できるため、データアプリケーションの実行に伴う
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遅延時間を最小限にすることもできる。
【０１２３】
　また、放送信号を伝送する主体および放送プログラムを提供する主体各々から同期化信
号を提供することができるため、放送信号を伝送する主体および放送プログラムを提供す
る主体各々から、各自に割り当てられた広告時間内に個人化広告を視聴者に提供すること
ができる。また、放送信号を伝送する主体および放送プログラムを提供する主体各々から
、当該個人化広告の提供に伴う収益を創出することができる。
【符号の説明】
【０１２４】
１００：受信機
２００：プログラム供給者サーバ
３００：ネットワーク事業者サーバ
４００：個人化広告提供装置

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(15) JP 2014-535187 A 2014.12.25

【図５】 【図６】

【図７】
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